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は
じ
め
に
　
一
九
七
〇
年
代
か
ら
ハ
○
年
代
に
か
け
て
、
国
際
政
治
経
済
情
勢
は
激
動
と
混
迷
の
時
代
に
入
っ
た
。
そ
の
中
で
新
し
い
国
際
秩
序
の
お
り
方
が
模
索
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ま
だ
、
そ
の
方
向
は
定
か
で
な
い
。
む
し
ろ
秩
序
形
成
の
前
提
と
し
て
、
今
日
の
世
界
の
現
状
を
い
か
に
把
握
す
る
か
の
認
識
論
を
め
ぐ
っ
て
、
国
際
政
治
経
済
学
あ
る
い
は
国
際
関
係
論
の
立
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
今
日
の
世
界
に
み
ら
れ
る
各
種
の
対
立
や
緊
張
の
根
因
、
紛
争
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
国
家
や
国
際
組
織
の
目
標
や
役
割
、
国
際
関
係
を
規
定
す
る
諸
要
因
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
視
点
、
立
場
か
ら
接
近
し
、
将
来
展
望
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
現
代
世
界
の
認
識
論
を
め
ぐ
っ
て
、
最
近
の
欧
米
学
界
で
は
、
こ
れ
を
大
別
し
て
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
ス
ミ
ス
、
リ
ッ
ト
ル
、
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
は
共
編
著
「
世
界
政
治
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
」
の
中
で
、
今
日
の
支
配
的
な
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
―
）
際
政
治
理
論
を
次
の
三
つ
に
分
け
て
い
る
。
一
】
い
　
、
一
[
h
e
r
o
i
i
t
i
c
so
r
r
o
w
e
r
a
n
d
b
e
c
u
n
t
y
（
カ
と
安
全
保
障
の
政
治
学
）
、
ｎ
T
h
e
P
o
l
i
t
i
c
so
f
I
n
t
e
r
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
a
n
d
T
r
a
n
s
n
a
t
i
o
n
a
l
R
e
l
a
t
i
o
n
s
（
相
互
依
存
と
超
国
家
関
係
の
政
治
学
）
、
岫
一
T
h
e
P
o
l
i
t
i
c
s
　
　
　
　
世
界
認
識
を
め
ぐ
る
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係
理
論
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o
f
D
o
m
i
n
a
n
c
e
a
n
d
D
e
p
e
n
d
e
n
c
e
〔
支
配
と
従
属
の
政
治
学
〕
。
ま
た
チ
ョ
ウ
ク
リ
も
、
現
代
の
国
際
政
治
経
済
を
把
握
す
る
三
つ
の
パ
ラ
ダ
ィ
ム
と
し
て
、
日
R
e
a
l
i
s
t
-
M
e
r
c
a
n
t
i
l
i
s
t
P
a
r
a
d
i
g
m
.
T
T
T
h
e
I
n
t
e
r
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
P
a
r
a
d
i
g
m
.
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M
R
a
d
i
c
a
l
-
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２
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（
３
）
M
a
r
x
i
s
t
P
a
r
a
d
i
g
m
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
ス
ミ
ス
ら
の
三
つ
の
分
類
に
照
応
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
　
こ
れ
ら
三
つ
の
う
ち
、
第
一
の
も
の
は
、
伝
続
的
な
国
際
政
治
理
論
と
い
え
る
も
の
で
、
権
力
外
交
＝
勢
力
均
衡
論
的
な
見
方
で
あ
る
。
第
二
、
第
三
は
、
い
ず
れ
も
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
初
期
に
か
け
て
新
た
に
出
て
き
た
も
の
で
、
経
済
的
要
因
あ
る
い
は
政
治
と
経
済
の
関
係
を
重
視
す
る
国
際
理
論
で
あ
る
。
本
稿
は
、
以
上
三
つ
の
国
際
政
治
理
論
の
ほ
か
に
、
そ
れ
ら
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
の
理
論
を
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
整
理
し
、
今
日
の
世
界
の
は
ら
む
問
題
点
の
一
端
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
力
の
政
治
＝
勢
力
均
衡
論
　
ス
ミ
ス
ら
の
い
う
、
i
h
e
r
o
i
i
t
i
c
s
o
i
r
o
w
e
r
a
n
d
b
e
c
u
n
t
y
と
は
、
い
ね
ば
古
典
的
伝
統
的
な
国
際
政
治
理
論
で
あ
り
、
一
般
に
権
力
外
交
‥
日
勢
力
均
衡
論
を
軸
と
し
た
「
現
実
主
義
」
の
立
場
（
リ
ア
リ
ス
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
論
の
中
心
的
思
考
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　
�
　
国
際
政
治
の
主
要
ア
ク
タ
ー
は
国
家
で
あ
る
。
　
㈲
　
国
際
政
治
の
主
要
関
心
は
、
国
益
の
追
求
、
国
家
の
安
全
保
障
の
確
保
で
あ
り
、
国
家
間
に
お
け
る
力
の
均
衡
保
持
が
秩
序
安
定
の
軸
で
あ
る
。
　
恂
　
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
の
パ
ワ
ー
の
な
か
で
は
、
軍
事
力
が
政
策
遂
行
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
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印
　
国
家
は
整
合
さ
れ
た
単
位
で
あ
り
、
内
政
は
国
内
的
合
意
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
、
国
際
政
治
と
国
内
政
治
の
間
道
は
問
題
に
し
な
い
。
　
こ
の
伝
統
的
な
国
際
政
治
理
論
は
、
十
六
－
十
八
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
一
群
の
z
R
呂
-
∽
防
g
が
登
場
し
て
以
後
の
国
際
関
係
、
い
わ
ゆ
る
″
西
欧
国
家
体
系
〃
を
律
す
る
論
理
と
し
て
構
築
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
同
質
の
国
家
（
列
強
）
が
並
存
し
、
国
力
の
伸
長
、
国
益
の
追
求
、
自
ら
の
安
全
保
障
の
確
保
を
め
ぐ
っ
て
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
展
開
す
る
。
国
際
社
会
は
本
質
的
に
無
秩
序
（
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
法
則
の
支
配
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
安
定
は
、
勢
力
均
衡
（
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
）
で
あ
る
。
そ
の
均
衡
を
ね
ら
っ
て
、
各
国
は
交
渉
、
か
け
引
き
、
同
盟
の
離
合
集
散
を
行
い
、
と
き
に
は
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
も
あ
る
。
従
っ
て
パ
ワ
ー
の
中
で
も
軍
事
力
の
も
つ
比
重
は
大
き
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
力
の
政
治
‥
＝
‥
勢
力
均
衡
論
」
的
な
思
考
は
、
も
と
も
と
は
数
カ
国
の
西
欧
列
強
の
展
開
す
る
国
際
政
治
を
律
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
冷
戦
時
代
に
、
東
西
関
係
、
と
く
に
米
ソ
関
係
を
と
ら
え
る
論
理
と
し
て
、
一
部
は
継
承
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
代
の
国
際
政
治
の
主
潮
は
冷
戦
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
二
超
大
国
米
ソ
の
対
立
は
、
東
西
間
の
安
全
保
障
上
の
均
衡
保
持
に
向
け
ら
れ
、
そ
れ
が
追
求
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
（
な
お
、
戦
後
初
期
の
米
ソ
対
立
は
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
体
制
間
対
立
で
あ
り
、
同
質
の
国
家
を
前
提
と
し
た
西
欧
国
家
体
系
に
お
け
る
対
立
と
は
、
そ
の
性
格
は
違
う
の
だ
が
、
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
問
題
は
後
述
す
る
）
。
と
り
わ
け
、
戦
後
は
軍
事
力
の
中
枢
が
核
兵
器
と
な
っ
た
た
め
、
核
兵
力
の
均
衡
、
い
わ
ゆ
る
相
互
核
抑
止
が
安
全
保
障
上
の
最
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
　
こ
の
（
軍
事
的
）
安
全
保
障
重
視
的
な
勢
力
均
衡
論
は
、
七
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
か
ら
、
後
述
の
よ
う
に
一
時
後
退
す
る
が
、
ハ
○
年
代
に
入
っ
て
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
登
場
、
新
冷
戦
的
様
相
の
高
ま
り
と
共
に
再
び
勢
い
を
得
て
き
て
い
る
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
軍
― 37 ―
事
力
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
に
お
く
れ
を
と
っ
た
こ
と
が
、
国
際
情
勢
不
安
定
の
主
因
で
あ
る
と
し
、
米
ソ
の
（
軍
事
）
力
の
均
衡
回
復
こ
そ
、
国
際
秩
序
安
定
の
前
提
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、
ソ
連
が
軍
事
力
の
拡
大
を
背
景
に
し
て
、
次
第
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ワ
ー
と
し
て
の
姿
を
強
め
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
ソ
連
も
ま
た
力
の
政
治
‥
Ｈ
勢
力
均
衡
的
脈
絡
の
中
で
、
国
際
政
治
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
、
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
米
ソ
対
決
的
な
不
安
定
様
相
の
中
で
、
古
典
的
な
国
際
政
治
理
論
が
息
を
吹
き
返
し
、
今
日
の
国
際
状
況
認
識
の
上
で
の
一
つ
の
支
配
的
潮
流
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
目
前
に
み
る
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
相
互
依
存
論
登
場
の
背
景
　
さ
て
一
方
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
時
期
に
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
り
ベ
ラ
ル
派
を
中
心
と
す
る
研
究
者
の
間
に
、
相
互
依
存
理
論
が
登
場
し
て
き
た
。
ス
ミ
ス
ら
の
第
二
分
類
に
属
す
る
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
力
の
政
治
‥
‥
‥
勢
力
均
衡
論
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
、
現
実
世
界
を
把
握
し
、
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
立
場
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
論
議
の
内
容
を
み
る
前
に
、
そ
の
申
心
的
思
考
を
簡
単
に
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。
　
㈹
　
国
家
は
必
ず
し
も
整
合
さ
れ
た
単
位
で
は
な
い
。
　
②
　
国
際
政
治
の
主
要
関
心
は
、
（
軍
事
的
）
安
全
保
障
よ
り
も
、
経
済
福
祉
(
W
e
l
f
a
r
e
'
た
だ
し
、
こ
れ
は
狭
義
の
社
会
保
障
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国
民
所
得
の
増
大
、
雇
用
の
維
持
、
経
済
成
長
の
促
進
な
ど
広
義
の
も
の
で
あ
る
）
と
な
っ
て
き
た
。
　
㈲
　
各
国
間
の
相
互
依
存
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
国
家
間
の
協
調
と
対
立
の
両
側
面
が
強
ま
る
が
、
対
立
様
相
が
出
た
と
き
で
七
、
政
策
手
段
と
し
て
軍
事
力
は
有
効
で
は
な
い
。
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㈲
　
相
互
依
存
の
世
界
に
お
け
る
活
動
主
体
（
ア
ク
タ
ー
）
と
し
て
、
あ
る
い
は
相
互
依
存
世
界
を
管
理
し
て
い
く
上
で
、
t
r
a
n
s
-
n
a
t
i
o
n
a
l
（
脱
国
家
的
、
超
国
家
的
）
な
ア
ク
タ
ー
の
活
動
に
庄
目
す
べ
き
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
ま
ず
、
何
故
相
互
依
存
理
論
が
現
実
認
識
の
新
し
い
理
論
と
し
て
登
場
し
た
か
の
背
景
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
と
、
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
前
半
期
に
か
け
て
の
国
際
政
治
経
済
状
況
の
変
化
と
関
連
し
た
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
力
と
安
全
保
障
」
の
政
治
理
論
は
、
軍
事
力
が
国
際
政
治
に
も
つ
意
義
を
重
視
し
、
戦
後
そ
れ
は
、
米
ソ
間
の
核
均
衡
に
国
際
政
治
上
の
最
大
焦
点
を
お
い
た
。
と
こ
ろ
で
軍
事
力
の
有
効
性
は
、
も
と
も
と
相
手
は
倒
す
が
、
自
分
は
生
き
の
び
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
成
り
立
つ
も
の
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
核
兵
器
の
発
展
は
、
そ
の
性
格
上
、
相
互
殺
戮
を
必
然
化
し
。
　
「
自
分
だ
け
は
生
き
の
び
う
る
と
い
う
仮
定
の
下
で
行
動
す
る
こ
と
を
許
さ
な
く
な
っ
て
き
た
」
。
つ
ま
り
核
兵
器
は
使
え
ぬ
兵
器
で
あ
り
、
大
国
間
の
戦
争
の
不
可
能
性
、
従
っ
て
軍
事
力
の
有
効
性
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
絶
滅
の
危
険
を
と
も
な
う
か
ら
こ
そ
相
互
核
均
衡
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
争
の
抑
止
、
つ
ま
り
国
際
情
勢
の
安
定
が
保
た
れ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
の
が
勢
力
均
衡
論
の
思
考
で
、
そ
れ
が
軍
事
力
増
強
を
も
た
ら
し
た
の
だ
が
、
こ
う
し
た
軍
拡
は
一
種
の
自
己
増
殖
過
程
を
内
に
秘
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
六
〇
年
代
末
に
か
け
て
米
ソ
は
共
に
冷
戦
の
過
重
な
経
済
的
コ
ス
ト
に
直
面
す
る
に
い
た
っ
た
。
従
っ
て
第
二
に
、
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
こ
の
軍
拡
コ
ス
ト
の
負
担
も
一
因
と
な
っ
て
、
国
際
政
治
は
デ
タ
ン
ト
（
緊
張
緩
和
）
の
方
向
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
に
よ
る
一
九
七
二
年
二
月
の
訪
中
、
同
五
月
の
訪
ソ
、
と
く
に
訪
ソ
の
結
果
「
米
ソ
関
係
の
基
本
原
則
に
関
す
る
文
書
」
「
戦
略
兵
器
制
限
暫
定
協
定
」
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
）
が
調
印
さ
れ
、
米
ソ
関
係
の
改
善
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
物
語
る
と
い
え
る
。
　
第
三
に
、
も
っ
と
も
重
要
な
変
化
は
、
デ
タ
ン
ト
ヘ
の
移
行
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
七
〇
年
代
に
入
る
頃
か
ら
経
済
問
題
が
国
際
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政
治
の
前
面
に
出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
主
と
し
て
西
側
資
本
主
義
世
界
に
お
い
て
は
、
経
済
成
長
と
技
術
革
新
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
貿
易
、
金
融
、
投
資
、
労
働
移
動
そ
の
他
を
通
じ
て
相
互
依
存
関
係
が
進
展
し
て
い
っ
た
が
、
七
〇
年
代
を
迎
え
る
こ
ろ
か
ら
、
経
済
を
め
ぐ
る
症
候
群
、
病
理
が
次
第
に
あ
ら
わ
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
戦
後
の
国
際
経
済
体
制
で
あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体
制
の
動
揺
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
景
気
の
長
期
停
滞
と
経
済
摩
擦
の
表
面
化
、
資
源
有
限
化
思
想
の
抬
頭
と
資
源
の
争
奪
戦
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
、
ハ
○
年
代
に
入
っ
て
も
、
世
界
不
況
の
深
化
、
大
量
失
業
の
存
在
、
国
際
的
金
融
不
安
と
い
っ
た
形
で
、
相
互
依
存
で
あ
る
が
政
の
経
済
摩
擦
や
紛
争
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
済
問
題
に
、
各
国
は
敏
感
に
な
り
、
経
済
そ
れ
自
身
が
、
″
政
治
的
〃
関
心
事
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
国
際
状
況
、
と
く
に
経
済
状
況
の
変
化
は
、
た
と
え
ば
経
済
学
者
の
Ｒ
・
ク
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
、
い
ち
早
く
指
摘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
六
〇
年
代
末
に
『
相
互
依
存
の
経
済
学
』
を
書
き
、
経
済
の
相
互
依
存
状
況
を
実
証
的
に
検
討
す
る
と
共
に
、
他
国
の
経
済
動
向
に
よ
っ
て
一
国
経
済
が
敏
感
に
反
応
す
る
姿
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
ク
ー
パ
ー
は
、
そ
の
後
の
雑
誌
論
文
で
、
周
知
の
「
二
軌
道
方
式
論
」
(
a
t
w
o
-
t
r
a
c
k
s
y
s
t
e
m
)
を
展
開
し
た
。
つ
ま
り
戦
後
か
ら
六
〇
年
代
ま
で
の
世
界
は
、
米
ソ
を
対
極
と
し
た
東
西
対
立
が
国
際
政
治
で
の
主
要
な
焦
点
で
あ
り
、
（
軍
事
的
）
安
全
保
障
が
高
次
元
の
外
交
政
策
(
h
i
g
h
f
o
r
e
i
g
n
p
o
l
i
c
y
)
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
の
国
際
経
済
は
副
次
的
な
比
重
し
か
も
た
ず
、
政
治
的
に
は
低
次
元
の
問
題
｜
(
l
o
w
p
o
l
-
E
c
s
)
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
当
時
の
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
下
の
西
側
世
界
の
経
済
は
、
自
由
経
済
体
制
を
指
向
し
、
政
治
の
介
入
の
な
い
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
正
統
性
原
理
と
し
て
、
そ
こ
に
調
和
と
安
定
を
み
て
い
た
し
、
事
実
当
時
は
経
済
成
長
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
西
側
内
部
に
経
済
摩
擦
現
象
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
従
っ
て
旧
冷
戦
時
は
、
国
際
政
治
と
国
際
経
済
は
分
離
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
軌
道
を
歩
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
平
行
し
た
二
つ
の
軌
道
は
七
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
か
ら
く
ず
れ
は
じ
め
、
軌
道
が
― 40 ―
交
差
す
る
よ
う
に
な
り
、
経
済
そ
の
も
の
が
国
際
政
治
の
中
心
に
浮
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
ク
ー
パ
ー
の
論
旨
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
か
ら
の
刺
激
を
う
け
な
が
ら
、
国
際
政
治
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、
相
互
依
存
理
論
が
大
き
く
展
開
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
相
互
依
存
論
＝
楽
観
派
と
悲
観
派
　
相
互
依
存
論
と
い
っ
て
も
、
論
者
に
よ
っ
て
そ
の
概
念
規
定
、
意
味
づ
け
、
研
究
対
象
、
力
点
の
お
き
方
は
多
岐
多
様
に
分
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
結
了
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
六
〇
年
代
前
半
ま
で
の
理
論
系
譜
を
ふ
く
め
て
、
次
の
よ
う
な
形
で
整
理
し
て
み
た
い
。
　
ま
ず
相
互
依
存
論
を
二
つ
に
分
け
る
。
一
つ
は
o
p
t
i
m
i
s
t
i
c
=
c
o
-
o
p
e
r
a
t
i
v
e
ア
プ
ロ
ー
チ
（
以
下
楽
観
派
と
呼
ぶ
）
で
あ
り
、
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）
う
二
つ
は
p
e
s
s
i
m
i
s
t
i
c
=
8
m
p
e
t
i
t
i
v
e
ア
プ
ロ
ー
チ
以
下
悲
観
派
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。
時
系
列
的
に
み
る
と
、
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
七
〇
年
代
前
期
ご
ろ
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
そ
れ
は
七
〇
年
代
後
期
か
ら
出
て
く
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
相
互
依
存
を
論
議
す
る
場
合
、
相
互
依
存
下
の
国
際
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
（
政
治
・
経
済
過
程
の
力
学
）
の
分
析
に
焦
点
を
あ
て
る
と
共
に
、
相
互
依
存
の
秩
序
化
や
管
理
化
（
規
範
）
を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
二
つ
の
分
析
対
象
を
合
せ
る
と
、
別
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
う
ち
本
稿
で
力
点
を
お
く
の
は
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
が
、
ま
ず
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
　
楽
観
派
の
相
互
依
存
論
は
、
相
互
依
存
の
深
化
と
共
に
国
際
社
会
の
協
調
関
係
は
不
可
避
的
に
進
ん
で
い
く
と
み
る
も
の
だ
が
、
そ
の
論
拠
の
一
つ
は
機
能
主
義
の
論
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
が
進
ん
で
い
く
と
、
経
済
、
社
会
、
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た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
モ
ー
ス
な
ど
が
強
調
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
戦
後
の
経
済
的
相
互
依
存
は
西
側
世
界
で
の
経
済
成
長
や
工
業
化
に
伴
っ
て
進
展
し
た
も
の
だ
が
、
当
時
は
″
自
由
主
義
〃
と
″
マ
ル
ク
ス
主
義
〃
が
国
際
経
済
理
論
の
二
大
主
流
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
理
論
は
対
抗
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
終
局
的
に
は
世
界
が
続
合
さ
れ
て
い
く
と
み
る
点
に
お
い
て
一
致
し
て
い
た
。
つ
ま
り
前
者
は
自
由
な
経
済
交
流
は
相
互
依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深
め
、
比
較
優
位
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
文
化
、
生
活
な
ど
の
分
野
で
、
国
と
国
と
の
機
能
的
協
力
が
推
進
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
戦
後
は
国
連
の
諸
機
関
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
組
織
が
成
立
し
、
こ
れ
が
ま
た
機
能
的
国
際
協
力
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
機
能
的
協
力
は
当
初
は
経
済
や
日
常
生
活
の
非
政
治
的
領
域
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
や
が
て
波
及
効
果
を
も
っ
て
国
家
間
関
係
の
全
体
を
お
お
っ
て
い
く
と
み
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
こ
う
し
た
機
能
主
義
は
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
Ｅ
Ｃ
（
欧
州
共
同
体
）
が
成
立
し
た
と
き
の
続
合
論
と
系
譜
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｃ
は
関
税
同
盟
そ
の
他
経
済
を
軸
に
し
た
機
能
的
協
力
の
進
展
だ
が
、
そ
う
し
た
協
力
が
強
め
ら
れ
て
い
け
ば
、
や
が
て
主
権
国
家
の
枠
を
越
え
た
政
治
的
統
合
が
実
現
す
る
だ
ろ
う
と
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
楽
観
派
の
相
互
依
存
論
は
機
能
的
協
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
強
調
す
る
。
従
っ
て
規
範
論
と
し
て
み
た
場
合
、
こ
の
派
の
立
場
は
、
相
互
依
存
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
国
際
政
治
の
安
定
化
、
世
界
の
平
和
が
進
み
、
最
終
的
に
は
世
界
共
同
体
が
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
う
し
た
方
向
を
積
極
的
に
指
向
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
な
お
楽
観
派
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
初
期
段
階
の
相
互
依
存
論
と
し
て
出
て
き
た
こ
と
と
関
連
し
て
、
も
う
一
つ
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
そ
れ
が
六
〇
年
代
ま
で
の
主
流
的
な
経
済
理
論
に
影
響
さ
れ
て
い
－42－
の
作
用
を
通
じ
て
、
世
界
経
済
を
効
率
化
し
、
各
国
の
利
害
は
調
和
さ
れ
、
平
和
と
安
定
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
み
た
の
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
自
由
主
義
的
な
資
本
主
義
経
済
の
内
的
矛
盾
を
指
摘
は
し
た
が
、
工
業
化
の
進
展
は
世
界
的
な
国
際
分
業
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
を
導
き
、
や
が
て
国
際
的
な
労
働
者
階
級
の
利
害
調
和
を
通
じ
て
、
階
級
な
き
世
界
続
合
が
実
現
す
る
と
み
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
以
上
の
よ
う
に
相
互
依
存
論
に
は
当
初
楽
観
派
の
そ
れ
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
七
〇
年
代
の
時
の
経
過
と
共
に
、
相
互
依
存
は
必
ず
し
も
直
線
的
に
国
家
間
協
調
や
安
定
を
も
た
ら
し
、
世
界
的
統
合
の
進
展
を
結
果
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
む
し
ろ
相
互
依
存
で
あ
る
か
ら
こ
そ
逆
に
、
国
家
間
の
紛
争
や
摩
擦
を
引
き
お
こ
す
事
実
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
Ｅ
Ｃ
の
実
情
を
み
て
も
、
機
能
的
協
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
明
確
に
な
っ
て
き
た
し
、
社
会
主
義
圏
の
内
部
に
お
い
て
も
、
続
一
ど
こ
ろ
か
、
分
裂
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
楽
観
派
の
ァ
プ
ロ
ー
チ
に
代
っ
て
、
悲
観
派
の
相
互
依
存
理
論
が
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
派
の
議
論
は
、
経
済
・
政
治
過
程
に
お
け
る
″
紛
争
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
″
に
、
分
析
の
焦
点
を
よ
り
強
く
あ
て
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
に
お
け
る
相
互
依
存
状
況
に
は
次
の
よ
う
な
特
色
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
日
　
非
対
称
性
。
一
般
に
国
家
間
に
相
互
依
存
関
係
が
進
展
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
依
存
の
度
合
、
強
弱
に
不
均
衡
が
あ
る
。
こ
の
非
対
称
性
(
a
s
y
m
m
e
t
r
y
)
は
、
た
と
え
ば
相
互
依
存
か
ら
う
け
る
利
益
、
ま
た
そ
れ
を
た
ち
切
っ
た
と
き
の
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
の
違
い
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
コ
ハ
ン
と
ナ
イ
は
、
相
互
依
存
関
係
を
敏
感
性
相
互
依
存
(
s
e
n
s
i
t
i
v
i
t
y
二
n
t
e
r
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
と
脆
弱
性
相
互
依
存
(
v
u
l
n
e
r
a
b
i
l
i
t
y
i
n
t
e
r
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
)
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
一
つ
の
例
示
を
あ
げ
る
と
、
い
ま
Ａ
と
Ｂ
と
い
う
国
が
貿
易
を
し
て
い
る
場
合
①
Ａ
が
Ｂ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
商
品
（
そ
の
重
要
度
）
を
、
ど
の
て
い
ど
（
そ
の
大
小
）
依
存
し
て
い
る
か
、
②
Ｂ
は
そ
の
商
品
を
ど
の
て
い
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
か
、
③
Ａ
が
Ｂ
と
の
関
係
を
断
っ
た
場
合
、
そ
の
商
品
の
代
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替
品
を
つ
く
り
、
ま
た
は
輸
入
代
替
地
を
さ
が
す
政
策
能
力
や
コ
ス
ト
は
ど
う
な
る
か
、
を
考
え
、
同
じ
形
で
Ｂ
の
Ａ
に
対
す
る
関
係
を
み
る
。
そ
う
す
る
と
当
然
そ
こ
に
不
均
衡
が
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
上
記
の
①
と
②
で
依
存
度
の
高
い
国
が
、
相
互
依
存
の
敏
感
性
が
高
く
、
ま
た
③
の
面
で
の
負
担
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
が
大
き
け
れ
ば
、
相
互
依
存
の
脆
弱
性
が
商
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
Ｏ
　
内
政
と
外
交
の
不
可
分
性
。
相
互
依
存
論
は
国
民
の
経
済
福
祉
を
重
視
す
る
が
、
こ
れ
は
い
ね
ば
内
政
問
題
で
あ
る
。
で
は
国
内
の
経
済
問
題
が
何
故
「
国
際
政
治
上
の
争
点
」
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
内
の
所
得
向
上
、
雇
用
維
持
、
福
祉
充
実
と
い
っ
た
経
済
目
標
の
追
求
は
、
第
二
次
大
戦
後
と
く
に
先
進
工
業
国
に
お
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
経
済
政
策
の
導
入
と
共
に
一
貫
し
て
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
七
〇
年
代
に
入
っ
て
政
治
問
題
化
し
て
き
た
の
は
、
第
一
に
経
済
成
長
の
鈍
化
、
不
況
様
相
の
長
期
化
で
、
こ
の
目
標
の
追
求
そ
れ
自
身
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
。
第
二
に
相
互
依
存
の
深
化
で
、
国
内
の
経
済
政
策
を
遂
行
す
る
上
で
海
外
か
ら
の
影
響
を
う
げ
易
く
な
っ
た
（
逆
に
い
え
ば
自
国
の
国
内
対
策
が
海
外
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
）
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
て
各
国
は
海
外
か
ら
誘
発
さ
れ
る
不
安
定
要
因
に
敏
感
に
反
応
し
、
自
分
の
方
か
ら
は
海
外
に
シ
ワ
寄
せ
を
は
か
ろ
う
と
す
る
傾
向
を
生
み
、
内
政
と
外
交
の
区
別
が
つ
き
に
く
く
な
る
。
し
か
も
戦
後
、
と
く
に
先
進
国
で
は
大
衆
社
会
的
状
況
が
進
み
、
利
害
関
心
の
異
な
る
各
種
の
利
益
集
団
の
圧
力
が
強
い
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
名
の
下
に
、
雑
多
で
、
あ
る
意
味
で
は
矛
盾
し
た
部
分
利
益
や
既
得
権
維
持
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
こ
に
国
家
の
整
合
性
の
問
題
が
出
て
く
る
。
た
と
え
ば
貿
易
摩
擦
な
ど
を
み
て
も
、
あ
る
と
き
は
自
由
貿
易
が
、
ま
た
あ
る
と
き
は
保
護
貿
易
が
、
同
じ
国
益
擁
護
の
名
に
お
い
て
追
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
国
内
圧
力
を
う
け
た
政
府
は
、
と
き
に
は
他
国
に
対
す
る
内
政
干
渉
的
行
動
に
出
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
種
の
西
側
の
経
済
摩
擦
は
軍
事
力
の
行
使
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
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以
上
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
相
互
依
存
世
界
が
お
り
な
す
政
治
過
程
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
み
出
す
。
た
と
え
ば
①
非
対
称
性
を
自
ら
に
有
利
な
よ
う
に
操
作
し
て
、
相
手
側
に
対
し
て
影
響
力
を
行
使
す
る
、
②
逆
に
脆
弱
性
を
克
服
し
て
、
影
響
力
を
平
準
化
す
る
た
め
の
努
力
を
引
き
お
こ
す
、
③
相
互
依
存
の
非
対
称
性
や
そ
れ
に
伴
う
力
の
強
弱
は
、
問
題
領
域
毎
に
ち
が
う
の
で
、
あ
る
領
域
で
は
大
国
と
い
え
ど
も
、
小
国
に
よ
っ
て
行
動
を
制
約
さ
れ
る
、
④
い
わ
ゆ
る
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
こ
と
な
っ
た
問
題
領
域
を
連
繋
さ
せ
る
戦
術
）
が
行
わ
れ
る
。
⑤
債
務
累
積
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
側
金
融
機
関
と
債
務
途
上
国
は
相
互
人
質
状
況
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
債
務
国
の
側
が
″
弱
者
の
報
復
″
を
ち
ら
つ
か
せ
て
、
質
的
な
不
平
等
関
係
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
誘
発
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
悲
観
派
相
互
依
存
論
は
、
こ
う
し
た
政
治
過
程
に
お
け
る
紛
争
の
力
学
に
の
み
問
題
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
規
範
論
と
し
て
、
相
互
依
存
の
秩
序
化
の
方
向
も
模
索
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
指
向
さ
れ
る
の
は
、
い
ね
ば
″
共
同
管
理
〃
の
方
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
各
国
が
協
調
し
て
、
い
か
に
紛
争
を
制
御
し
、
新
し
い
国
際
的
ル
ー
ル
や
規
制
、
制
度
、
あ
る
い
は
国
際
的
公
共
財
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
サ
ミ
ッ
ト
（
先
進
国
首
脳
会
議
）
な
ど
は
先
進
国
集
団
主
導
型
の
共
同
管
理
に
向
け
て
の
努
力
と
い
え
る
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
（
新
国
際
経
済
秩
序
）
は
、
南
の
イ
ュ
シ
ア
チ
ブ
の
下
で
の
国
際
共
同
管
理
の
提
唱
と
み
て
よ
い
。
ま
た
相
互
依
存
論
者
の
中
に
は
、
国
家
間
対
立
を
克
服
し
て
新
し
い
世
界
秩
序
を
つ
く
る
上
で
、
超
国
家
的
な
い
し
脱
国
家
的
ア
ク
タ
ー
や
国
際
組
織
、
た
と
え
ば
多
国
籍
企
業
の
活
動
に
期
待
す
る
向
き
も
あ
る
。
そ
こ
に
″
国
際
〃
経
済
を
越
え
た
″
世
界
″
経
済
段
階
を
み
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
現
実
の
世
界
を
み
る
と
、
こ
う
し
た
共
同
管
理
や
秩
序
化
の
進
展
は
、
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
サ
ミ
ッ
ト
や
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
の
経
過
を
み
て
も
、
各
国
、
各
地
域
間
の
利
害
対
立
の
激
し
さ
が
い
か
に
強
い
か
を
示
し
て
い
る
。
結
局
、
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相
互
依
存
論
は
″
過
程
″
の
分
析
は
で
き
て
も
、
規
範
論
と
し
て
は
、
み
る
べ
き
成
果
は
あ
げ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
相
互
依
存
論
の
示
す
紛
争
力
学
を
、
あ
る
意
味
で
歴
史
的
展
望
の
中
で
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
の
が
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
の
理
論
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
論
　
相
互
依
存
理
論
が
出
て
く
る
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
は
、
ど
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
か
を
別
の
角
度
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
主
導
性
を
も
っ
て
い
た
戦
後
の
国
際
経
済
体
制
＝
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
が
崩
壊
し
て
く
る
と
き
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
基
盤
が
く
ず
れ
て
く
る
と
き
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
七
〇
年
代
に
な
っ
て
出
て
く
る
一
つ
の
国
際
政
治
理
論
が
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
論
で
あ
る
。
　
こ
の
理
論
は
、
勢
力
均
衡
論
と
ち
が
っ
て
、
あ
る
一
国
が
ヘ
ゲ
モ
ニ
（
吋
を
に
ぎ
っ
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
体
制
は
安
定
し
、
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
の
力
が
落
ち
て
、
多
極
的
な
構
造
に
な
る
と
、
世
界
は
不
安
定
と
な
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
論
は
、
当
然
な
が
ら
、
長
い
歴
史
的
展
望
の
中
で
の
″
勢
力
の
変
遷
〃
を
問
題
に
す
る
。
た
と
え
ば
十
九
世
紀
の
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
時
代
は
イ
ギ
リ
ス
が
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
に
ぎ
っ
て
い
た
が
、
十
九
世
紀
末
葉
の
大
不
況
以
後
、
次
第
に
イ
ギ
リ
ス
の
力
は
後
退
し
、
以
後
一
九
三
〇
年
代
ま
で
、
二
つ
の
大
戦
を
引
き
お
こ
す
よ
う
な
欧
米
列
強
の
対
立
、
多
極
化
時
代
に
入
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
が
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
も
つ
が
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
力
は
落
ち
、
七
〇
年
代
以
降
再
び
多
極
時
代
に
入
っ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
や
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
時
代
は
、
国
際
情
勢
、
と
く
に
経
済
は
自
由
貿
易
の
開
放
体
制
を
基
調
と
し
て
安
定
し
て
い
る
が
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
な
き
時
代
に
入
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る
と
無
秩
序
、
不
安
定
化
し
、
対
立
、
摩
擦
、
保
護
貿
易
主
義
が
激
し
く
な
る
、
と
い
う
循
環
を
く
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
論
に
つ
い
て
は
、
経
済
学
者
の
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
が
す
で
に
ふ
れ
て
い
る
し
、
最
近
は
国
際
政
治
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
者
の
ギ
ル
ピ
ン
、
モ
デ
ル
ス
キ
ー
な
ど
が
問
題
に
し
、
さ
ら
に
後
述
す
る
従
属
理
論
の
流
れ
を
く
む
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
議
論
に
も
、
そ
れ
が
み
う
け
ら
れ
る
。
　
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
論
の
詳
述
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
前
述
の
相
互
依
存
論
と
の
関
連
を
簡
単
に
み
て
お
く
。
相
互
依
存
論
が
登
場
す
る
の
は
戦
後
の
経
済
成
長
期
が
転
換
点
を
迎
え
、
経
済
の
政
治
化
現
象
が
お
き
て
く
る
時
期
で
あ
る
。
相
互
依
存
論
自
体
は
、
歴
史
的
展
望
を
も
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
理
論
が
出
て
く
る
時
期
は
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
が
崩
壊
し
て
く
る
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
相
互
依
存
論
が
ア
メ
リ
カ
の
主
と
し
て
り
ベ
ラ
ル
派
の
学
者
を
中
心
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
点
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
相
互
依
存
論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
力
の
後
退
を
一
応
認
め
た
上
で
、
多
極
化
し
た
世
界
で
な
お
か
つ
秩
序
の
安
定
を
は
か
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
さ
ら
に
い
え
ば
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
が
な
く
な
っ
て
本
質
的
に
不
安
定
な
時
代
に
、
先
進
国
主
導
型
の
共
同
管
理
を
は
か
っ
て
い
く
上
で
、
な
お
か
つ
ア
メ
リ
カ
の
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
保
持
し
て
い
く
か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
支
配
と
従
属
の
政
治
学
　
と
こ
ろ
で
、
力
と
安
全
保
障
の
理
論
は
も
ち
ろ
ん
、
相
互
依
存
論
に
し
て
も
、
そ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
資
本
主
義
国
で
あ
れ
、
社
会
主
義
国
で
あ
れ
、
主
と
し
て
北
の
大
国
の
国
際
関
係
で
あ
る
。
も
と
も
と
伝
続
的
な
勢
力
均
衡
論
は
、
小
国
の
存
在
を
無
視
な
い
し
軽
視
し
て
き
た
。
「
実
質
上
そ
れ
は
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
族
の
犠
牲
の
上
に
、
西
欧
国
家
体
系
内
部
の
均
衡
を
は
か
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る
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
列
強
は
、
そ
の
相
互
の
矛
盾
を
植
民
地
等
の
勢
力
範
囲
を
分
け
合
う
こ
と
に
ょ
っ
て
一
時
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」
。
一
方
、
相
互
依
存
論
は
多
極
化
し
た
世
界
を
問
題
に
す
る
が
、
水
平
的
に
並
列
化
し
た
国
家
間
関
係
を
前
提
に
し
て
い
る
し
、
規
範
論
と
し
て
み
て
も
、
先
進
国
主
導
型
の
発
想
に
傾
き
が
ち
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
ス
ミ
ス
ら
の
分
類
し
た
第
三
の
「
支
配
と
従
属
の
政
治
学
」
が
、
や
は
り
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
に
南
の
世
界
の
側
か
ら
の
国
際
政
治
・
経
済
の
認
識
論
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
理
論
が
登
場
す
る
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
そ
れ
ま
で
の
南
の
世
界
の
開
発
論
で
主
流
を
占
め
て
い
た
近
代
化
論
、
経
済
発
展
段
階
論
へ
の
失
望
、
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
従
来
の
マ
ル
タ
ス
主
義
が
先
進
資
本
主
義
国
の
矛
盾
の
分
析
を
主
た
る
課
題
と
し
、
低
開
発
国
自
身
を
世
界
経
済
の
中
に
位
置
づ
け
る
分
析
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
三
に
戦
後
の
ソ
連
の
行
動
が
、
時
の
経
過
と
共
に
、
国
際
被
搾
取
者
階
級
の
り
ー
ダ
ー
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
ョ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
一
つ
と
し
て
そ
れ
自
身
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
い
国
家
と
し
て
勢
力
均
衡
論
的
な
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
展
開
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
南
の
側
か
ら
、
あ
る
い
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
の
側
か
ら
、
新
し
い
国
際
社
会
理
解
、
世
界
認
識
を
提
示
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
さ
て
一
般
に
従
属
論
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
の
理
論
は
、
勢
力
均
衡
論
や
相
互
依
存
論
と
同
じ
く
、
そ
の
議
論
の
中
身
は
論
者
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
っ
て
多
岐
に
分
れ
て
い
る
が
、
総
体
的
に
み
て
、
そ
の
中
心
的
思
考
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
　
印
　
国
家
中
心
体
系
で
な
く
、
世
界
資
本
主
義
的
視
点
の
強
調
。
つ
ま
り
世
界
経
済
を
個
々
の
国
民
経
済
の
集
合
体
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
み
る
。
　
㈲
　
世
界
経
済
を
垂
直
的
階
層
的
秩
序
と
し
て
と
ら
え
る
。
す
な
わ
ち
申
心
部
と
周
辺
部
に
分
け
、
そ
こ
で
は
歴
史
通
時
的
に
支
－48－
配
‥
日
従
属
関
係
が
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。
　
㈲
　
南
の
低
開
発
諸
国
の
国
内
の
経
済
生
産
構
造
や
、
国
内
の
政
治
過
程
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
、
形
作
ら
れ
、
国
民
経
済
的
自
律
性
を
欠
如
し
た
ゆ
が
み
を
も
っ
て
い
る
。
　
相
互
依
存
論
と
従
属
論
と
く
ら
べ
た
場
合
の
大
き
な
ち
が
い
は
、
″
依
存
〃
と
″
従
属
〃
の
解
釈
で
あ
る
。
相
互
依
存
論
は
、
前
述
の
よ
う
に
非
対
称
性
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
依
存
の
度
合
、
強
弱
に
不
均
衡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
不
均
衡
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
非
対
称
性
理
論
は
、
基
本
的
に
は
、
″
水
平
的
″
な
国
家
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
相
互
依
存
の
関
係
を
お
り
な
し
て
い
る
国
家
群
は
、
南
の
諸
国
を
ふ
く
め
て
、
い
ず
れ
も
国
民
国
家
と
し
て
統
一
さ
れ
、
同
質
の
単
位
と
し
て
並
存
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
従
属
論
は
、
南
北
の
関
係
を
″
垂
直
的
″
に
み
て
、
そ
こ
に
相
互
依
存
で
な
く
、
支
配
‥
Ｈ
従
属
が
構
造
化
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
の
で
あ
る
。
　
こ
の
支
配
‥
日
従
属
関
係
の
恒
久
化
や
、
南
北
格
差
拡
大
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
交
換
過
程
で
の
搾
取
、
途
上
国
内
部
で
の
有
機
的
連
関
の
な
い
ゆ
が
ん
だ
産
業
構
造
の
形
成
、
中
心
部
先
進
地
域
の
経
済
・
文
化
パ
タ
ー
ン
の
浸
透
な
ど
、
多
く
の
議
論
が
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
従
属
論
の
経
済
学
的
論
議
の
解
明
は
や
め
、
勢
力
均
衡
論
や
相
互
依
存
論
と
関
連
し
た
政
治
理
論
と
し
て
、
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
ら
の
展
開
し
て
い
る
世
界
シ
ス
テ
心
射
を
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
は
、
従
属
論
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
の
従
属
論
と
は
多
少
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
ち
が
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
世
界
シ
ス
テ
ム
論
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
理
論
と
も
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
　
シ
ス
テ
ム
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
世
界
シ
ス
テ
ム
を
「
世
界
帝
国
」
と
「
世
界
経
済
」
に
分
け
る
が
、
論
議
の
中
心
は
後
者
で
あ
る
。
こ
の
議
論
に
よ
る
と
、
「
世
界
経
済
」
の
成
立
は
資
本
主
義
の
発
展
と
共
に
あ
り
、
そ
れ
は
十
六
世
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紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
形
成
さ
れ
、
以
後
今
日
ま
で
拡
大
、
深
化
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
「
世
界
経
済
」
は
複
数
の
政
治
・
文
化
単
位
を
ふ
く
む
が
、
利
潤
目
的
の
生
産
と
交
換
が
支
配
的
で
あ
り
、
世
界
的
な
分
業
を
軸
に
し
て
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
現
存
の
社
会
主
義
国
も
、
こ
の
資
本
主
義
的
「
世
界
経
済
」
の
外
部
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
国
家
群
は
中
心
(
9
s
)
、
準
周
辺
(
S
e
m
i
p
e
r
i
h
e
r
y
)
'
周
辺
(
で
a
ぞ
r
々
)
と
い
う
不
平
等
な
三
層
構
造
に
分
れ
、
そ
の
構
成
国
に
入
れ
替
え
は
あ
っ
て
も
、
三
層
構
造
自
体
は
変
化
し
な
い
ま
ま
に
、
全
体
と
し
て
の
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
が
、
ト
レ
ン
ド
（
趨
勢
）
、
ス
テ
ー
ジ
（
段
階
）
、
サ
イ
ク
ル
（
循
環
）
と
い
う
三
つ
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
変
動
し
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
世
界
シ
ス
テ
ム
論
は
、
歴
史
的
展
望
の
中
で
、
政
治
と
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
考
え
る
上
で
、
た
し
か
に
魅
力
は
あ
る
。
た
と
え
ば
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
論
と
も
か
ら
め
て
、
レ
ー
ニ
ン
や
ホ
ブ
ソ
ン
の
帝
国
主
義
論
を
批
判
し
て
い
（
2
0
）
る
。
す
な
わ
ち
帝
国
主
義
は
レ
ー
ュ
ン
が
い
う
よ
う
に
、
資
本
主
義
の
一
つ
の
″
段
階
″
で
は
な
く
、
″
循
環
〃
的
現
象
だ
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
強
い
国
家
群
に
よ
る
弱
い
地
域
に
対
す
る
行
動
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
の
世
界
経
済
に
お
け
る
地
位
の
変
化
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。
十
九
世
紀
末
の
帝
国
主
義
は
、
一
面
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
挑
戦
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
も
挑
戦
国
も
周
辺
地
域
の
植
民
地
的
分
割
の
形
で
こ
れ
に
対
応
し
た
こ
と
、
他
面
で
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
の
国
内
生
産
諸
力
が
落
ち
た
の
で
、
海
外
投
資
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
こ
と
、
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
循
環
だ
か
ら
、
次
の
局
面
で
植
民
地
体
制
の
解
体
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
し
植
民
地
主
義
を
独
占
資
本
の
必
然
的
産
物
と
す
る
な
ら
ば
、
第
二
次
大
戦
後
の
非
植
民
地
化
現
象
の
説
明
は
で
き
に
く
く
な
る
。
む
し
ろ
第
二
次
大
戦
後
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
は
、
非
植
民
地
化
の
中
に
こ
そ
、
積
極
的
な
利
益
を
見
出
し
た
の
だ
、
と
い
う
の
が
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
主
張
で
あ
る
。
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も
ち
ろ
ん
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
す
べ
て
を
循
環
（
サ
イ
ク
ル
）
で
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
で
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
に
は
長
期
的
趨
勢
（
ト
レ
ン
ド
）
が
あ
り
、
そ
れ
は
世
界
経
済
の
拡
大
と
深
化
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
の
増
大
、
被
搾
取
者
の
政
治
化
、
先
進
国
内
の
福
祉
国
家
化
に
伴
う
官
僚
主
義
や
一
種
の
労
働
貴
族
化
の
進
展
、
な
ど
の
方
向
を
と
り
な
が
ら
、
世
界
資
本
主
義
体
制
は
限
界
点
に
向
っ
て
進
行
し
て
い
く
と
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
一
の
拡
大
と
深
化
に
関
し
て
い
え
ば
、
す
で
に
本
来
の
従
属
論
者
の
多
く
が
、
最
近
の
世
界
経
済
を
多
国
籍
企
業
を
軸
に
し
た
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
形
で
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
相
互
依
存
論
が
、
相
互
依
存
の
秩
序
化
の
上
で
、
超
国
家
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
多
国
籍
企
業
に
前
向
き
の
役
割
を
期
待
し
て
い
る
の
と
は
逆
に
、
従
属
論
は
多
国
籍
企
業
こ
そ
中
心
と
周
辺
の
支
配
‥
Ｈ
従
属
構
造
の
現
代
的
槓
杆
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
モ
デ
ル
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
ヘ
の
進
展
は
、
元
来
は
戦
後
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
も
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
経
済
力
、
技
術
独
占
力
が
生
み
出
し
た
も
の
だ
が
、
今
日
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
力
の
後
退
、
他
の
中
心
諸
国
の
迫
上
げ
や
競
争
激
化
の
中
で
、
途
上
国
の
も
う
け
た
輸
出
加
工
区
へ
の
進
出
、
低
賃
金
労
働
を
求
め
て
の
海
外
投
資
が
活
発
化
し
、
世
界
大
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
ヘ
と
深
化
し
て
い
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
若
干
の
問
題
点
　
以
上
、
国
際
政
治
・
経
済
の
認
識
論
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
理
論
を
検
討
し
て
き
た
。
言
い
残
さ
れ
た
論
点
は
も
ち
ろ
ん
多
い
が
、
紙
数
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
の
一
層
の
検
討
は
別
の
機
会
に
し
、
以
下
、
今
日
の
世
界
の
現
実
と
か
ら
め
て
、
若
干
の
問
題
点
を
な
が
め
て
み
た
い
。
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第
一
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
論
に
か
ら
ま
る
問
題
で
あ
る
。
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
を
い
つ
の
時
代
か
ら
み
る
か
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て
多
岐
多
様
だ
が
、
い
ま
こ
こ
で
は
、
民
族
国
家
が
成
立
し
て
以
後
の
問
題
に
限
定
す
る
と
、
そ
れ
は
主
と
し
て
資
本
主
義
列
強
間
の
″
勢
力
の
変
遷
〃
と
み
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
は
、
経
済
力
が
中
心
で
あ
る
が
、
同
時
に
軍
事
的
政
治
的
に
も
優
位
性
を
も
っ
た
国
で
あ
る
、
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
リ
カ
、
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
は
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
視
角
か
ら
今
日
の
事
態
を
み
る
と
、
資
本
主
義
世
界
内
部
で
の
ア
メ
リ
カ
の
経
済
力
は
、
た
し
か
に
か
つ
て
の
圧
倒
的
優
位
を
失
な
い
、
欧
州
や
日
本
、
と
り
わ
け
日
本
の
経
済
的
挑
戦
を
う
け
て
い
る
。
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
の
契
機
、
す
な
わ
ち
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
喪
失
過
程
や
新
し
い
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
確
立
過
程
を
規
定
す
る
要
因
に
つ
い
て
は
多
く
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
そ
の
主
た
る
動
力
の
一
つ
と
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
指
摘
さ
れ
こ
。
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
か
ら
多
極
化
時
代
に
移
行
す
る
と
き
は
、
世
界
不
況
や
経
済
の
長
期
停
滞
の
局
面
に
あ
る
が
、
そ
の
底
に
は
旧
来
の
技
術
革
新
が
成
熟
し
、
在
来
型
産
業
が
過
剰
生
産
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
見
出
せ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
を
突
破
す
る
の
は
あ
ら
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
そ
の
上
に
た
つ
新
し
い
り
ー
デ
ィ
ン
ダ
産
業
で
あ
り
、
そ
れ
を
手
中
に
す
る
も
の
が
次
の
時
代
の
経
済
的
パ
ワ
ー
の
持
主
、
リ
ー
ダ
ー
国
に
な
る
と
み
ら
　
　
　
〔
2
4
〕
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
最
近
の
先
端
技
術
を
め
ぐ
る
日
米
緊
張
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
論
か
ら
み
て
も
、
興
味
あ
る
問
題
だ
と
い
え
る
。
　
し
か
し
経
済
的
に
ア
メ
リ
カ
を
追
い
上
げ
る
日
本
は
、
軍
事
的
に
は
大
国
で
は
な
い
。
軍
事
面
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
は
西
側
世
界
の
中
で
い
ぜ
ん
圧
倒
的
優
位
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
が
軍
事
力
で
対
抗
し
て
い
る
の
は
社
会
主
義
国
の
ソ
連
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
勢
力
均
衡
論
が
息
を
吹
き
返
す
余
地
が
出
て
く
る
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
と
そ
の
背
骨
と
な
っ
て
い
る
右
派
（
ウ
ル
ト
ラ
・
リ
ア
リ
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ス
ト
）
の
理
論
は
、
ソ
連
に
対
す
る
力
の
均
衡
の
回
復
こ
そ
、
世
界
秩
序
安
定
の
基
本
だ
と
い
い
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
自
身
、
限
定
核
戦
争
（
軍
事
力
の
有
効
性
）
は
あ
り
う
る
と
さ
え
い
っ
て
い
る
。
こ
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
西
側
資
本
主
義
内
部
の
対
立
矛
盾
は
副
次
的
要
因
に
す
ぎ
な
い
し
、
ま
た
軍
事
力
に
裏
付
け
ら
れ
な
い
限
り
、
二
十
世
紀
初
頭
や
戦
間
期
の
よ
う
な
西
側
列
強
の
対
立
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
一
方
、
軍
事
的
に
米
ソ
は
対
抗
し
て
い
て
も
、
ソ
連
は
経
済
的
に
次
の
時
代
の
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
う
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
。
　
こ
う
し
た
点
か
ら
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
サ
イ
ク
ル
論
を
唱
え
る
論
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
対
す
る
挑
戦
者
は
だ
れ
な
の
か
に
つ
い
て
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
ソ
連
を
挑
戦
者
と
み
る
も
の
、
あ
る
い
は
軍
事
的
に
は
ソ
連
に
、
経
済
的
に
は
日
本
に
挑
戦
を
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
形
の
議
論
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
再
確
立
が
あ
り
う
る
と
い
う
論
議
な
ど
多
岐
に
分
れ
て
い
る
。
　
第
二
の
問
題
は
、
力
の
政
治
＝
勢
力
均
衡
論
に
か
ら
む
も
の
で
、
レ
ー
ガ
ン
流
に
米
ソ
間
の
軍
事
的
な
勢
力
均
衡
を
今
日
の
最
大
問
題
に
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
古
典
的
な
西
欧
国
家
体
系
に
お
け
る
勢
力
均
衡
論
と
は
微
妙
な
違
い
が
あ
る
こ
と
だ
。
か
つ
て
の
勢
力
均
衡
論
は
、
勃
興
す
る
資
本
主
義
列
強
と
い
う
均
質
の
国
家
間
の
政
治
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
か
け
引
き
、
交
渉
、
同
盟
の
離
合
集
散
が
あ
り
、
と
き
に
は
戦
争
に
も
訴
え
た
が
、
対
話
も
あ
っ
た
。
各
国
は
相
手
を
信
用
は
し
な
い
が
、
同
時
に
均
質
の
国
家
と
し
て
相
手
の
存
在
は
認
め
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
勢
力
均
衡
論
は
東
西
関
係
に
適
用
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
対
立
し
て
い
る
の
は
同
質
の
国
家
で
は
な
い
。
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
体
制
間
対
立
で
あ
り
、
両
体
制
を
代
表
し
て
、
い
わ
ば
そ
の
盟
主
と
し
て
の
米
ソ
対
立
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
米
ソ
は
共
に
政
治
的
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
強
く
、
敵
、
味
方
、
善
玉
、
悪
玉
で
割
り
切
る
傾
向
が
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
大
続
領
は
ソ
連
を
悪
魔
の
よ
う
に
見
、
自
ら
の
政
策
に
反
し
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た
も
の
は
親
ソ
勢
力
と
見
が
ち
だ
し
、
一
方
の
ソ
連
は
ア
メ
リ
カ
を
帝
国
主
義
の
元
凶
と
み
な
し
、
反
ソ
的
立
場
は
す
べ
て
帝
国
主
義
勢
力
と
し
て
罵
倒
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
西
欧
国
家
体
系
の
本
家
本
元
で
あ
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
目
か
ら
み
る
と
、
米
ソ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
純
粋
さ
が
あ
り
す
ぎ
る
と
う
つ
る
。
　
む
し
ろ
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ソ
連
を
相
互
依
存
世
界
の
中
に
く
み
込
ん
で
い
く
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
に
今
度
は
相
互
依
存
論
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
す
く
な
く
と
も
経
済
に
関
す
る
限
り
、
ソ
連
に
対
し
て
西
側
が
優
位
性
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
非
対
称
性
を
利
用
し
て
、
ソ
連
と
の
経
済
交
流
を
強
め
、
西
側
経
済
体
制
に
包
摂
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ソ
連
の
行
動
を
拘
束
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
相
互
依
存
論
が
重
視
す
る
超
国
家
的
ア
ク
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る
多
国
籍
企
業
の
一
部
に
も
、
対
ソ
関
係
に
お
い
て
は
、
「
コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
計
算
に
よ
っ
て
も
、
紛
争
や
抗
争
を
す
る
よ
り
経
済
協
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
力
と
国
際
分
業
を
通
じ
た
方
が
、
よ
り
多
く
の
も
の
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
こ
の
点
に
対
ソ
問
題
を
め
ぐ
る
米
欧
対
立
や
、
ア
メ
リ
カ
内
部
の
支
配
層
間
の
意
見
の
く
い
違
い
が
あ
る
し
、
そ
の
底
に
は
国
際
政
治
理
論
と
し
て
の
勢
力
均
衡
論
と
相
互
依
存
論
の
か
ら
み
合
い
が
あ
る
と
い
え
そ
う
だ
。
し
か
し
一
方
で
は
、
相
互
依
存
論
の
い
う
東
側
世
界
を
も
ふ
く
め
た
経
済
協
力
や
国
際
分
業
の
進
展
こ
そ
、
実
は
世
界
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
と
深
化
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
い
う
の
が
、
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
立
場
な
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
第
三
に
、
そ
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
に
も
問
題
は
あ
る
。
と
く
に
ソ
連
と
い
う
国
家
を
ど
う
み
る
か
が
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
前
述
の
よ
う
に
現
存
の
社
会
主
義
の
存
在
は
認
め
ず
、
あ
る
の
は
資
本
主
義
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
だ
け
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
十
月
革
命
を
、
ロ
シ
ア
が
準
周
辺
か
ら
周
辺
に
没
落
す
る
の
を
防
い
だ
も
の
だ
と
い
い
、
こ
の
限
り
で
は
低
い
評
価
し
か
与
え
て
い
な
い
。
ま
た
彼
は
今
後
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
展
望
の
中
で
も
、
エ
レ
ク
ト
― 54 ―
ロ
ニ
ク
ス
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
’
‐
―
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
を
め
ぐ
る
西
側
資
本
主
義
内
部
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
を
指
摘
し
、
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
わ
ゆ
る
西
西
関
係
を
重
視
し
て
い
る
。
だ
が
一
方
で
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
「
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
低
下
と
共
に
、
米
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
欧
、
日
、
ソ
が
世
界
の
余
剰
の
分
け
前
を
め
ぐ
っ
て
再
編
成
の
時
代
に
入
る
」
と
か
、
ソ
連
は
第
二
次
大
戦
後
強
力
な
準
周
辺
と
し
て
、
中
心
の
地
位
を
求
め
は
じ
め
て
い
る
と
か
述
べ
て
い
る
し
、
ま
た
世
界
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
維
持
す
る
上
で
の
軍
事
力
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
世
界
シ
ス
テ
ム
論
を
展
開
す
る
も
の
の
な
か
に
も
、
今
日
の
中
心
部
に
お
け
る
紛
争
状
況
を
、
「
経
済
的
に
は
欧
日
に
、
軍
事
的
に
は
ソ
連
に
、
ア
メ
リ
カ
が
挑
戦
さ
れ
て
い
る
」
局
面
だ
と
す
る
見
方
が
あ
り
、
ソ
連
の
位
置
づ
け
が
や
や
混
乱
し
て
い
る
。
　
第
四
に
、
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
中
心
、
準
周
辺
、
周
辺
と
い
う
三
層
構
造
の
分
け
方
は
、
そ
れ
ま
で
の
従
属
論
が
定
式
化
し
た
中
心
ｌ
－
周
辺
の
二
分
類
よ
り
も
「
政
治
的
」
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
理
解
す
る
上
で
、
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
だ
。
ウ
オ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
自
身
、
中
心
部
に
対
す
る
周
辺
地
域
の
続
一
的
な
反
抗
を
お
さ
え
る
緩
衝
要
因
と
し
て
、
準
周
辺
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
摘
し
、
三
層
構
造
は
経
済
的
な
意
味
よ
り
政
治
的
意
味
の
方
が
大
き
い
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
今
日
の
南
北
問
題
に
お
け
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
中
進
国
）
の
意
味
を
考
え
る
上
か
ら
も
意
義
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
疑
問
に
な
る
の
は
次
の
こ
と
だ
。
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
の
よ
り
早
い
段
階
に
お
い
て
、
中
心
、
準
周
辺
、
周
辺
の
構
成
国
の
入
れ
替
え
を
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
十
九
世
紀
後
半
に
、
準
周
辺
な
い
し
周
辺
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ッ
が
次
第
に
中
心
に
近
づ
き
、
ロ
シ
ア
や
日
本
は
準
周
辺
に
な
っ
た
と
い
っ
た
具
合
に
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
今
日
の
段
階
で
も
準
周
辺
が
中
心
に
浮
び
上
が
る
機
会
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ウ
ォ
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
世
界
経
済
が
循
環
的
な
下
降
期
に
入
る
と
き
、
中
心
部
は
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
周
辺
に
対
し
て
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
期
に
準
周
辺
国
が
中
心
国
の
犠
牲
に
お
い
て
国
内
市
場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
近
隣
の
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周
辺
諸
国
に
接
近
し
、
中
心
に
入
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
こ
。
し
か
し
他
方
で
、
今
日
の
段
階
で
は
草
周
辺
が
中
心
国
に
な
る
可
能
性
は
殆
ん
ど
な
い
と
み
て
い
る
ふ
し
も
あ
る
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
従
属
論
は
、
ス
ン
ケ
ル
に
し
ろ
、
フ
ラ
ン
ク
に
し
ろ
、
中
心
部
と
周
辺
部
の
二
層
分
化
は
国
ご
と
の
入
れ
替
え
も
な
く
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
支
配
＝
従
属
の
構
造
を
継
続
す
る
と
み
て
お
り
、
ま
た
経
済
下
降
期
や
世
界
不
況
の
と
き
は
、
中
心
に
よ
る
周
辺
の
締
め
つ
け
は
は
げ
し
く
な
る
と
み
て
い
る
。
こ
の
点
で
本
来
の
従
属
論
と
、
そ
の
流
れ
を
く
む
世
界
シ
ス
テ
ム
論
に
は
現
状
認
識
と
そ
の
理
論
化
に
多
少
の
ち
が
い
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
今
日
の
途
上
国
の
分
化
に
関
連
し
、
ま
た
ヽ
″
政
治
〃
の
も
つ
意
味
と
も
関
連
す
る
の
で
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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